
　4月20日に開業した銀座エ
リア最大の複合商業施設
「GINZA SIX」の来館者数
が、開業18日目（5月7日）にし
て150万人を突破した。
　開業初日は約9万人が来
館、5月7日時点の152万人（1
日平均約8万5000人）は、初
年度来館者目標の2000万人
を上回るペースとしている。
　旗艦店（241店舗）の半数
以上が新業態や日本初・銀座
初が多いことから、ここだけに
しかない商品や体験を求める
高感度な来館者が多く見ら

れ、老若男女、国籍問わず、幅広い年
齢層が特徴となっているという。
　また、朝7時にオープンする屋上庭
園を散策するビジネスマン、ツーリスト
サービスセンターを利用する観光客、
能楽堂公演を楽しむ人など、複合商業
施設ならではの多様なシーンを創出し
ているのが特長。加えて、SNS上の同
施設に関する投稿は約5万件を超え、
公式ウェブサイトのオープン当初1日約
160万ページビューと関心の高さを表

している。
　開業10日間の店舗コメント（所感）
として、C I T I Z E N F L AG S H I P 
STORE TOKYOは「オープン初日に
限定商品が完売。青森、沖縄など遠方
からも来店。新業態店舗として、様々な
ブランドと価格帯の商品を揃えている
ため、ニーズに対応できている」。
ROLEX BOUTIQUE LEXIAは「日本
人の夫婦・カップルでの来店が多く、男
性のみならず女性にも好評。外国人の
来店も多く、好調の滑り出し。新作、レ
アものの問い合せや目的買いが多
い」。Van Cleef & Arpelsは「老若男
女問わずファッション感度の高いお客
様に、メゾンのアイコニックな作品が人
気。日本で初めてブライダル専用フロア
も設置したが、カップルの来店が非常
に多く、ブライダルリングのセミオー
ダーサービスも好調」。FRANKMUL-
LER GENEVEは「世界初のフランク
ミュラーパティスリーを併設するなど、
最先端ブティックとしての訴求が奏功
し、高額商品でありながら想定の3倍
以上のスピードで売上を確保」などと
発表している。

　 ジ ュ
エリーに
関 す る
用語1万
2000項
目 を 写
真 や 図
700カッ

トで網羅し、世界的にも類を見ない画
期的なジュエリー事典として愛用され
ている「ジュエリー用語事典」（2006年
発刊）が、初版から10年が経過し、増
刷版が発刊された。加筆または修正し
なければならない用語については、「正
誤表」を作成し、別添。販売価格も下げ
られ、特別価格として販売。発売元の日
本ジュエリー協会は、新たな購入を呼
びかけている。JJA会員とJC資格者は
2700円、一般3240円（共に税込）。送

料は600円。注
文・問合せは、
JJA事務局まで
（03-38
35-8567）。

　一般社団法人フラワーエ
デュケーションジャパン・アソ
シエーション（FEJ）は、大人
の女性向けドールアクセサ
リー「プーピードレスアップ」

から、母の日に向けた新作を新宿タカシ
マヤ・横浜タカシマヤで販売した。
　母の日に向けた新しいフラワーギフ
トとして、花をスカートに見立てた新作

の“フラワードール”。バッグチャームや
ネックレスにもなり、一味違った母の日
の新しい贈り物として提案。子供の発
表会に着たドレスやウェディングドレス
の生地を使って世界に一つだけのドー
ルを作ることも可能だ。
　プーピードレスアップを教える教室
は全国で50教室を超えた。女性なら誰
でも一度は経験がある人形遊びが、大
人の女性に向けて生まれ変わった。
　FEJ加盟の全国のハンドメイド好き
な主婦や女性たちは、子育てや仕事の
合間を縫って副業として活動する。毎
年母の日には自身の作品（プリザーブ
ドフラワーアレンジメント）を百貨店に
出店し、3週間で約1500万円以上を
売り上げた実績もある。

　ECソリューション専門店「イーコ
マースEXPO2017大阪（第7回）」が、
5月31日・6月1日の2日間、マイドーム
おおさかで開催される。サイト構築から
運営代行、越境EC支援サービス、在
庫管理など様々
なニーズに合わ
せた最新の製
品・サービスが
集結する。 
　セミナーでは、

グーグルによる「Google検索最新情報
2017モバイルの時代でも変わらない、
Google検索の本質的な考え方」、アマゾ
ンジャパンによる「Amazonプライムと出
品ビジネスのシナジー戦略」、ディノス・セ
シールの「カタログ通販・テレビ通販の強
みと課題」の講演がある。

　10月に、ブランド誕生30周年を迎え
るポンテヴェキオは、ブランドスローガ
ン「 毎日をカラフルに」と共に、
「Romantic Luxury」の世界観をさら
に追及し、そして、30周年アニバーサ
リーコンテスト優秀企画の商品化を第
一弾として、30周年を記念した商品を
年間通して発表していくとしている。

　堀田幸夫社長は「これから新たに出
会うお客様やずっと愛してくださってい
るお客様と共に、新たな未来を切り開
いて行く決意を込め、「WITH YOU 
FOREVER」を30周年のコンセプト
テーマにした。昨年、スタッフと共に特
別なアニバーサリーイヤーを迎える為
のプロジェクトのひとつとして、「30周
年アニバーサリーコンテスト」の開催
【5月1日号に掲載】を決めた。スタッフ
が互いのアイディアを店舗内で共有し
コミュニケーションを活発化させ、普段
考えていることや、知らなかった事を互
いに気付くきっかけとなったらと期待し

た。そして、自分自身が考えていることを
形にすることで、会社にとって宝である
店舗スタッフが、「自分のアイディアが
お客様に届く」という体験を経て、新た
な自信や目標を得、会社全体のモチ
ベーションアップにつながって欲しい
と考えた」との目的を説明。そして、「ポ
ンテヴェキオは設立当時から、女性の

活躍でブランドが支えられてきました
（女性社員比率95%）。今必要性を叫
ばれている女性の社会進出と活躍は、
私たちにとっては以前から当然のこと
であり、フレキシブルな働き方について
も、心から応援しています。そして彼女
たちの魅力を最大限引き出すことこそ
が、ブランドの価値につながると信じて
います」と語り、これから出会う未来の
お客様に喜んでいただくため、スタッフ
ひとりひとりの「育成」と「挑戦」をキー
ワードに、ブランドのさらなる成長にむ
けて大きく一歩を踏み出すと決意を表
明した。

　長野・群馬・栃木・埼玉・千葉5
県の優良時計専門店で構成する
関時連（石橋直会長：関東時計宝
飾眼鏡商業協同組合連合会）が
2016年に企画立案しセイコーイン
スツルメント㈱の協力で製作した
200本限定のオリジナル自動巻機
械式時計「TAKUMiSM japan」
（￥259,000）は今年の3月31日、
受付・予約を完了し完売した。
　この時計は、街の小さな時計屋
さん達が「親から子へ、そして孫に
まで伝えていける確かな品質を自
分たち時計修理技術者が守り抜
く。メーカーの技術に頼らずとも、
時計小売店の技術力で何十年に
渡って愛用できるメンテナンスを担
当したい」との思いから全国でわずか
200人のTAKUMiSMオーナーになれ
る限定本数の時計を開発した。

　その想いを込めた時計を完売し
た関時連幹部が4月9日、関時連
本部で記者会見し、「各県連の地
域紙を使用して消費者にPRした
のが功を奏し、会員店に注文が殺
到して90％予約が出来た。更に3
月30日、長野県時連が阿部守一
長野県知事にTA K UM i S M 
japanを進呈、残りの数を完売、大
いなる成果を上げた」と報告してい
る。
　また「26万円近い単価の時計を
売ったので、時計販売店が自信を

持ちセイコー、シチズン等の高単価の
時計の販売にも繋がった」と好現象を
起こした事を報告している。
　今後は、TAKUMiSM japanの第2
弾、第3弾企画を考慮中だそうだ。
　また、このTAKUMiSM japanのウ
オッチを東京・銀座にある長野県アン
テナショップ2階に展示するとしてい
る。このように消費者に手の届くPRが
いかに大切かを痛感する関時連幹部
だった。また関時連が5月から“匠の時
計修理士講座”を開催としている。

オリジナル時計
「TAKUMiSM japan」
限定200本を完売
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女性社員比率95％

来館者数150万人突破（1日平均約8万5千人）
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EC・通販業界向けイベント

左から石橋直会長、中澤国忠副会長、野辺昭次常任理事

GINZA SIXが好発進

ポンテヴェキオ

女性の活躍がブランドを支える
会社の宝「店舗スタッフ」の育成と挑戦
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特別価格で再販

5月31日・6月1日 おおさか
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「JTOフェア」　6月7日 アキバ・スクエア
動き始めたハイジュエリーを出展数社も展示

　都内唯一のプライベート展示会「JTO」で注目されているのが、ハイケースに並べた逸品や高級品のハイジュエリ
ー。回を重ねるごとに販売にもつながっている。高額品が動き始めたことから、今回は出展数社もハイケースを設置
し対応。これにより幅広い価格帯の商品が並び、より一層魅力的な仕入れ会になることが期待されている。
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